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１．はじめに（MSゴシック・Times New Roman 12ポイント）

このファイルは京都教育大学大学院連合教職実践研究科の修了論文のWord版テンプレートファイルである。このファイル自体が執筆要領を兼ねている。このファイルをそのまま使用して論文を作成することもできる。本稿を参考に、修了論文を作成してほしい。
2．研究テーマについて

　２人の担任（10年以上の現職経験を有する現職教員院生は１人）教員と十分相談して、院生自身の興味・関心に応じた学校教育に関するテーマを設定してほしい。

3．原稿の書き方
3.1　原稿の形式について（MSゴシック・Times New Roman 10.5ポイント）
原稿は40文字×30行(A4)で10枚または12枚とする。本文のフォントは、MS明朝とし、文字サイズは10.5ポイントとする。本文の句点は「。」読点は「、」を用いる。余白は上下30mm、横25mmとする。（必要な図表は本文に挿入する）

3.2　図や表について
表については以下のようになる。
表１　表の題目

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　表の題目は、表の上部中央MSゴシック９ポイントで挿入する
　図については以下のようにする。

　図・写真の題目・説明は、図・写真の下部中央にMSゴシック９ポイントで挿入する。図表は、画像として他の画面から貼り付けるより、Word上で作成する方が鮮明である。写真は［レイアウトの詳細設定］［文字列の折り返し｝で［四角］に指定する。写真をクリックし、［書式・図ツール］→［図の圧縮］で｛解像度｝を［電子メール用96ppi］に設定する。写真は1頁に4枚を限度とする。

図１　京都教育大学マスコット
3.3　引用文献について

　引用文献は、修了論文の末尾に著者苗字のアルファベット順で一括して表記する。

　本文中での文献の引用は、次のようにすること（若干の変更可）。
Guilford (1959)は………

田中（2008）は………

………といっている (Guilford 1959)

………といっている（田中 2008）

なお、著者人数によって、下記のような表記とする。

単著の場合、(Guilford 1959)および(田中 2008)

二名の著者の場合、(山田・鈴木 2008)および(YAMADA and SUZUKI 2008)

三名以上の著者の場合、(山田ほか 2008)および(YAMADA et al. 2008)

引用文献の記述形式は、雑誌の場合、著者、発表年、論文名、雑誌名、巻数、論文所在ページの順とし、単行本の場合、著者、発行年、書名、発行所の順とする。

（例）雑誌の場合 
1)Guilford、 J. P. (1959) Three faces of intellect. American Psychologist、 14、 469-479.

　　　単行本の場合
2)Piaget、 J. Fraisse、 P.編 波多野完治ほか訳(1971) 感情と性格：現代心理学V、白水社、東京

4．論文の内容について

4.1　項目のアイディア

　基本の形は以下のようになるが、各自工夫して書くこととする。


図2　項目例
4.2　個人情報について

修了論文作成において、担任による学級経営の実践事例や子どもとの関わりの事例の取り扱い等については、個人情報保護の観点から当該校の担当者と十分に打ち合わせを行い、事前の了解を得るとともに、個人名・学校名等が特定されることのないように、十分に注意する。

5．提出について

原稿は、2014年１月６日(水)17時（厳守）までに各指導担当教員に提出すること。

報告審査会後、各指導担当教員より最終的な指導、訂正指示を行う。修了論文の最終版を２月12日（金）17時（厳守）までに、研究科事務室に紙媒体で２部、各指導担当教員に紙媒体で１部提出すること（加えて、各指導担当教員にはメールに添付して提出すること）。

　
要約：（400字以内）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
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